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２
０
１
８
年
度
日
本
基
督
教
団
年
金
局
決
算
報
告

教
団
年
金
に
関
し
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
皆
さ
ま
の

篤
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
お
か
げ
さ
ま
で
2
0
1
8
年
度
は
3
0
5
9
万

円
の
収
支
差
額
を
計
上
し
、
こ
れ
を
退
職
年
金
積
立
金

の
積
増
し
に
回
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
積
立
金
の
総

額
は
未
だ
必
要
と
さ
れ
る
額
の
半
分
程
度
に
し
か
達
し

て
お
ら
ず
、
安
心
で
き
る
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

少
し
ず
つ
で
も
前
進
で
き
て
い
る
こ
と
を
感
謝
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

退
職
年
金
勘
定
の
決
算
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別

掲
の
と
お
り
年
金
局
決
算
概
況
で
詳
細
に
ご
報
告
し
て

お
り
ま
す
が
、
当
年
度
も
掛
金
収
入
総
額
と
年
金
給
付
総

額
と
の
差
（
い
わ
ゆ
る
ワ
ニ
の
口
）
は
縮
小
す
る
こ
と

な
く
、
そ
の
不
足
額
を
教
団
か
ら
の
繰
入
金
と
皆
さ
ま

か
ら
の
尊
い
献
金
、
そ
し
て
資
産
運
用
益
で
カ
バ
ー
し

た
と
い
う
収
支
構
造
は
全
く
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

教
団
か
ら
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
強
力
な
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
し
、
各
教
区
及
び

全
国
の
各
教
会
か
ら
は
、
謝
恩
日
献
金
な
い
し
年
金
協

力
金
の
形
で
多
く
の
お
支
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
「
隠
退
教
師
を
支
え
る
運
動
」
か
ら
は
史
上
3
番
目

と
な
る
多
額
な
献
金
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま

の
ご
支
援
に
対
し
、
改
め
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

直
近
の
財
政
検
証
で
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
教
団

年
金
は
す
で
に
成
熟
状
態
に
達
し
て
お
り
、
前
述
の
よ

う
な
収
支
構
造
は
当
分
の
間
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な

い
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
年
金
の
財
政
は
今
後

も
各
教
会
か
ら
の
謝
恩
日
献
金
と
「
隠
退
教
師
を
支
え

る
運
動
・
1
0
0
円
献
金
」
に
大
き
く
依
存
し
て
い
か

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
年
金

局
と
し
て
も
年
金
加
入
者
の
増
加
、
資
産
運
用
益
の
拡

大
等
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
る

よ
う
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

＜謝恩金勘定＞
2018 年度　決　算　書

2017 年度
決算額

2018 年度
計画額

2018 年度
決算額 達成率

収

入

支える運動繰入金 2,000,000 2,000,000 2,000,000 100.00%

謝恩基金献金 1,000,000 1,000,000 1,000,000 −

謝恩基金利子 1,326 2,200 1,465 66.59%

収 入 計 3,001,326 3,002,200 3,001,465 99.98%

支

出

終身遺族扶助料 975,000 1,300,000 650,000 50.00%

予 備 費 0 70,000 0 0.00%

支 出 小 計 975,000 1,370,000 650,000 47.45%

収 支 差 額 2,026,326 1,632,200 2,351,465

支 出 計 3,001,326 3,002,200 3,001,465 99.98%

2019.3.31
単位　円

＜謝恩金勘定＞
2018 年度　貸借対照表

区 分 2017 年度 2018 年度 差引増△減

借

方

現 金 預 金 59,830,790 62,182,255 2,351,465
郵 便 振 替 0 0 0
有 価 証 券 0 0 0
仮 払 金 0 0 0
未 収 金 0 0 0
合 計 59,830,790 62,182,255 2,351,465

貸

方

前 年 度 末 積 立 金 57,804,464 59,830,790 2,026,326
当 年 度 繰 入 2,026,326 2,351,465 325,139
積 立 金 59,830,790 62,182,255 2,351,465

2019.3.31
単位　円

教団年金は皆さまの
篤い心に支えられています
日本基督教団年金局理事長　中 川　義 幸

＜退職年金勘定＞
2018 年度　決　算　書

2017 年度
決算額

2018 年度
計画額

2018 年度
決算額 達成率

収

入

退 職 年 金 掛 金 328,814,400 333,000,000 321,568,800 96.57%

教師退職年金 328,517,600 332,500,000 321,320,800 96.64%
キリスト教教育主事 296,800 500,000 248,000 49.60%

諸 献 金 45,904,933 112,000,000 44,048,215 39.33%

謝 恩日献 金 41,200,833 110,000,000 41,580,289 37.80%
特 別 献 金 4,704,100 2,000,000 2,467,926 123.40%

教団からの繰入金 20,000,000 20,000,000 20,000,000 100.00%

資 産 運 用 益 55,841,766 46,000,000 50,728,606 110.28%

年 金 協 力 金 51,938,136 46,000,000 64,190,301 139.54%

支える運動から繰り入れⅠ 35,000,000 35,000,000 35,000,000 100.00%
支える運動から繰り入れⅡ 10,937,736 5,000,000 23,123,801 462.48%
各教区協力金 6,000,400 6,000,000 6,066,500 101.11%

そ の 他 収 入 1,396,353 0 7,144,000 −

収 入 計 503,895,588 557,000,000 507,679,922 91.15%

支

出

退職年金給付金 453,933,935 464,569,000 451,982,128 97.29%

終身退職年金 311,489,357 325,000,000 310,671,740 95.59%
終身遺族年金 122,162,993 118,000,000 121,297,862 102.79%
有期退職年金 13,174,646 14,000,000 12,950,578 92.50%
有期遺族年金 6,221,539 6,500,000 6,517,682 100.27%
併給遺族年金 666,400 667,000 526,016 78.86%
キリスト教教育主事 219,000 402,000 18,250 4.54%

業 務 運 営 費 17,329,984 19,170,000 17,210,841 89.78%

人 件 費 7,500,013 8,500,000 7,241,969 85.20%
業 務 費 8,596,764 9,470,000 8,891,028 93.89%
広 報 活 動 費 733,207 1,200,000 796,844 66.40%
職員退職準備金繰入 500,000 0 281,000 -
予 備 費 0 0 0 0.00%

予 備 費 0 500,000 0 0.00%

有価証券価格変動準備金 0 0 0 0.00%

財政検証準備金 0 0 1,000,000 0.00%

そ の 他 支 出 1,300,000 0 6,894,000 −

支 出 小 計 472,563,919 484,239,000 477,086,969 98.52%
収 支 差 額 31,331,669 72,761,000 30,592,953

支 出 計 503,895,588 557,000,000 507,679,922 91.15%

2019.3.31
単位　円

＜退職年金勘定＞
2018 年度　貸借対照表

区 分 2017 年度 2018 年度 差引増△減

借

方

現 金 預 金 2,434,540,394 2,804,316,677 369,776,283

郵 便 振 替 74,730,491 49,951,418 △ 24,779,073

有 価 証 券 1,851,244,954 1,531,603,898 △ 319,641,056

未 収 金 1,959,200 1,601,800 △ 357,400
合 計 4,362,475,039 4,387,473,793 24,998,754

貸

方

前年度退職年金積立金 4,223,250,043 4,254,581,712 31,331,669
当 年 度 繰 入 31,331,669 30,592,953 △ 738,716

退 職 年 金 積 立 金 4,254,581,712 4,285,174,665 30,592,953

前年度職員退職準備金 5,119,000 4,319,000 △ 800,000

当 年 度 取 崩 1,300,000 3,600,000 2,000,000

当 年 度 繰 入 500,000 281,000 △ 219,000

職員退職準備金計 4,319,000 1,000,000 △ 3,319,000

前年度財政検証準備金 3,326,872 3,326,872 0

当 年 度 取 崩 0 3,294,000 3,294,000

当 年 度 繰 入 0 1,000,000 1,000,000

財 政 検 証 準 備 金 3,326,872 1,032,872 △ 2,294,000

前年度有価証券価格変動準備金 100,000,000 100,000,000 0

当 年 度 繰 入 0 0 0

有価証券価格変動準備金 100,000,000 100,000,000 0

預 り 金 247,455 266,255 18,800

合 計 4,362,475,039 4,387,473,792 24,998,753

2019.3.31
単位　円



〈
謝
恩
金
勘
定
〉

1
．
収
入
は
、「
隠
退
教
師
を

支
え
る
運
動
」
か
ら
の
繰
入

金
2
0
0
万
円
、
会
堂
共

済
組
合
か
ら
の
謝
恩
基
金

献
金
1
0
0
万
円
、
謝
恩
基

金
利
子
1
4
6
5
円
、
合
計

3
0
0
万
1
4
6
5
円
で

あ
っ
た
。

2
．
支
出
で
は
終
身
遺
族
扶

助
料
1
名
に
65
万
円
支
給

し
た
。

3
．
収
支
差
額
2
3
5
万
1

4
6
5
円
を
積
立
金
に
繰
り

入
れ
、
2
0
1
8
年
度
の
積

立
残
高
は
6
2
1
8
万
2

2
5
5
円
と
な
っ
た
。

4
．
取
引
金
融
機
関

普
通
預
金

三
菱
U
F
J

信
託
銀
行

三
井
住
友
信
託
銀
行

定
期
預
金

三
菱
U
F
J

信
託
銀
行

〈
退
職
年
金
勘
定
〉

1
．
収
入
は
5
億
7
6
7
万

9
9
2
2
円
で
、
計
画
額
の

91
・
15
％
で
あ
る
。
支
出
は

4
億
7
7
0
8
万
6
9
6

9
円
で
計
画
額
の
98
・
52

％
で
あ
る
。
収
支
差
額
は

3
0
5
9
万
2
9
5
3
円

で
、
前
年
度
よ
り
73
万
8

7
1
6
円
の
減
で
あ
る
。
こ

の
収
支
差
額
を
繰
り
入
れ
て

2
0
1
8
年
度
末
の
退
職
年

金
積
立
金
は
42
億
8
5
1
7

万
4
6
6
5
円
と
な
っ
た
。

2
．
掛
金
は
教
師
退
職
年
金

掛
金
3
億
2
1
3
2
万

8
0
0
円
、
キ
リ
ス
ト
教
教

育
主
事
掛
金
24
万
8
0
0
0

円
、
計
3
億
2
1
5
6
万

8
8
0
0
円
で
、
計
画
額

3
億
3
3
0
0
万
円
に

対
し
て
96
・
57
％
で
あ
っ

た
。
年
金
給
付
総
額
は
4
億

5
1
9
8
万
2
1
2
8
円

で
、
計
画
額
4
億
6
4
5
6

万
9
0
0
0
円
の
97
・
29
％

で
あ
っ
た
。
給
付
額
が
掛

金
額
を
1
億
3
0
4
1
万

3
3
2
8
円
上
回
っ
た
。

（
2
0
1
7
年
度
は
1
億

2
5
1
1
万
9
5
3
5
円
）

3
．
諸
献
金
は
合
計
4
4
0
4

万
8
2
1
5
円
で
計
画
額
1

億
1
2
0
0
万
円
の
39
・

33
％
で
あ
っ
た
。
内
訳
は

謝
恩
日
献
金
4
1
5
8
万

2
8
9
円
（
達
成
率
37
・

8
％
）、
特
別
献
金
2
4
6

万
7
9
2
6
円
（
達
成
率

1
2
3
・
4
％
）
で
あ
る
。

4
．
教
団
か
ら
は
計
画
通
り

2
0
0
0
万
円
が
繰
り
入
れ

ら
れ
た
。

5
．
資
産
運
用
益
は
5
0
7
2

万
8
6
0
6
円
で
、
計
画

額
の
4
6
0
0
万
円
に
対

し
て
1
1
0
・
28
％
の
達
成

率
と
な
っ
た
。
退
職
年
金
勘

定
の
実
現
運
用
利
率
は
1
・

1
8
9
％
、
評
価
損
益
込
み

運
用
利
率
は
2
・
1
6
2
％

で
あ
っ
た
（
2
0
1
7
年
度

は
そ
れ
ぞ
れ
1
・
3
4
1
％

と
△
0
・
0
7
7
％
）。な
お
、

期
末
総
資
産
に
締
め
る
評

価
益
の
割
合
は
3
・
0

 

2

 
3
 

％
（
2
0
1
7
年
度
は
2
・

0
8
4
％
）
で
あ
っ
た
。

6
．
年
金
協
力
金
は
、「
隠
退

教
師
を
支
え
る
運
動
」
の
繰

入
金
と
各
教
区
の
協
力
金

で
あ
る
。
支
え
る
運
動
か

ら
は
、
繰
入
金
Ⅰ
は
計
画

額
通
り
3
5
0
0
万
円
、

繰
入
金
Ⅱ
は
2
3
1
2
万

3
8
0
1
円
で
計
画
額
の

4
6
2
・
48
％
と
な
っ
た
。

各
教
区
協
力
金
は
6
0
6
万

6
5
0
0
円
で
計
画
額
を
6

万
6
5
0
0
円
上
回
り
、
前

年
同
様
14
教
区
か
ら
献
げ
ら

れ
た
。

7
．
業
務
運
営
費
（
人
件
費
、

業
務
費
、
広
報
活
動
費
等
）

1
7
2
1
万
8
4
1
円
で

計
画
額
1
9
1
7
万
円
に
対

し
て
89
・
78
％
で
、
前
年
度

よ
り
11
万
9
1
4
3
円
減
少

し
た
。

8
．
予
備
費
の
支
出
は
な
し

9
．
準
備
金

①
有
価
証
券
価
格
変
動
準
備

金
は
前
年
度
同
様
1
億
円
で

あ
る
。

②
財
政
検
証
準
備
金
は
期
初

に
結
果
が
出
た
財
政
検
証

の
費
用
と
し
て
3
2
9
万

4
0
0
0
円
を
取
り
崩
し
、

1
0
0
万
円
を
繰
り
入
れ
、

年
度
末
の
準
備
金
は
1
0
3

万
円
で
あ
る
。

③
職
員
退
職
準
備
金
は
当
期
末

に
退
職
し
た
職
員
の
退
職
慰

労
金
分
3
6
0
万
円
を
取
り

崩
し
、
28
万
1
0
0
0
円
を

繰
り
入
れ
、
年
度
末
の
準
備

金
は
1
0
0
万
円
で
あ
る
。

10
．
退
職
年
金
積
立
金
は
収
支

差
額
3
0
5
9
万
2
9
5

3
円
を
積
み
増
し
、
42
億

8
5
1
7
万
4
6
6
5
円

と
な
っ
た
。

11
．
そ
の
他
収
入
7
1
4
万

4
0
0
0
円
の
内
訳
は
職

員
退
職
準
備
金
取
り
崩
し

3
6
0
万
円
、
財
政
検
証

3
2
9
万
4
0
0
0
円
と
前

年
度
過
支
給
年
金
の
返
済
25

万
円
で
あ
る
。

12
．
そ
の
他
支
出
は
、
職
員

退
職
慰
労
金
3
6
0
万
円

と
財
政
検
証
3
2
9
万
4

0
0
0
円
で
あ
る
。

13
．
取
引
金
融
機
関

普
通
預
金

三
菱
U
F
J

信
託
銀
行

三
井
住
友
信
託
銀
行

定
期
預
金

三
菱
U
F
J

信
託
銀
行

三
井
住
友
信
託
銀
行

金
銭
信
託

三
菱
U
F
J

信
託
銀
行

有
価
証
券

野
村
証
券

三
菱
U
F
J

モ
ル
ガ
ン
・

ス
タ
ン
レ
ー
証
券

S
M
B
C
日
興
証
券

以
上

（
北
海
・
小
樽
聖
十
字
）

小
栗
　
昭
夫

「
き
み
、
北
海
道
に
誰
か
知

り
合
い
が
い
る
の
？
」「
い
い

え
、
誰
も
い
ま
せ
ん
…
」。
神

学
科
研
究
室
で
交
わ
さ
れ
た
指

導
教
授
と
の
会
話
で
す
。
こ
う

し
て
、
誰
も
知
り
合
い
の
い

な
い
北
海
道
の
地
、
洞
爺
湖

教
会
に
赴
任
し
た
の
が
28
歳
。

単
身
赴
任
で
し
た
が
、
45
年
の

牧
会
生
活
を
終
え
て
隠
退
し
た

現
在
、
4
名
の
息
子
、
娘
と
6

名
の
孫
た
ち
に
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。
北
海
道
内
の
2
か
所
の
教

会
の
み
の
牧
会
経
験
で
し
た

が
、
そ
れ
な
り
に
波
瀾
万
丈
の

45
年
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

十
二
指
腸
潰
瘍
で
2
ヶ
月
の
入

院
生
活
も
あ
っ
た
し
、
教
会
が

二
つ
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
経

験
も
し
ま
し
た
。
決
し
て
き
れ

い
ご
と
で
語
れ
る
日
々
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
今
は
、“
万

事
が
益
と
な
る
”
主
の
み
業
を

見
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感

謝
し
て
い
ま
す
。

（
東
北
・
中
村
）生

野
　
碩
保

岐
阜
県
の
小
さ
な
村
の
教
会

に
赴
任
し
、
11
年
目
に
関
東
教

区
の
佐
渡
に
異
動
し
ま
し
た
。

佐
渡
教
会
を
辞
し
、
山
形
新
庄

で
1
年
半
を
過
ご
し
た
後
、
福

島
の
中
村
教
会
へ
異
動
し
ま
し

た
。
少
子
化
の
中
、
幼
稚
園
経

営
を
17
、
8
年
間
は
耐
え
抜

い
た
も
の
の
廃
園
。
手
続
き
に

2
、
3
年
を
費
や
し
た
後
、
休

む
間
も
な
く
大
震
災
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
真
っ
先
に
届
け
ら

れ
た
の
は
韓
国
か
ら
の
支
援
の

水
で
し
た
。
水
は
と
り
あ
え
ず

窓
際
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
、
部

屋
に
侵
入
す
る
放
射
能
を
防
御

し
て
く
れ
た
の
で
し
た
。
滋
賀

県
か
ら
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の

青
年
宣
教
団
一
行
が
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
で
駆
け
つ
け
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
頃
の
こ
と
は
、

思
い
出
せ
ば
た
く
さ
ん
の
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
放
射
能
は
4

年
も
経
つ
と
半
減
す
る
も
の
だ

と
実
体
験
か
ら
知
り
ま
し
た
。

（
関
東
・
太
田
八
幡
）

指
方
　
周
一

兵
庫
、
四
国
、
大
阪
、
関

東
で
4
教
会
に
お
仕
え
し
ま
し

た
。
最
後
の
1
年
は
群
馬
地
区

の
教
会
で
代
務
者
と
し
て
お
用

い
い
た
だ
き
、
71
歳
で
45
年
間

の
牧
会
か
ら
隠
退
し
ま
し
た
。

“
褒
め
ら
れ
て
も
誹
ら
れ
て

も
、
悪
評
を
受
け
て
も
、
好
評

を
博
し
て
も
”（
コ
リ
ン
ト
Ⅱ

6
・
1
︱
10
）
福
音
伝
道
に
お

仕
え
で
き
た
の
は
、
い
つ
も
主

と
教
会
の
皆
さ
ま
か
ら
の
温
か

い
お
祈
り
に
お
支
え
い
た
だ
い

た
こ
と
を
想
い
、
感
謝
に
溢
れ

ま
す
。
ま
た
隠
退
後
も
近
隣

2
、
3
の
教
会
へ
礼
拝
応
援
に

出
か
け
る
こ
と
も
喜
び
で
す
。

全
国
諸
教
会
と
信
徒
の
皆
さ
ま

か
ら
の
貴
い
ご
献
金
と
年
金
局

皆
さ
ま
の
ご
奉
仕
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
関
東
・
島
村
）佐

藤
　
謙
吉

農
村
伝
道
神
学
校
を
卒
業

後
、西
那
須
野
教
会
（
関
東
）、

く
ま
の
伝
道
所
（
大
阪
）、
宮

古
教
会
（
奥
羽
）、
キ
リ
ス
ト

教
セ
ン
タ
ー
善
隣
館（
奥
羽
）、

小
諸
教
会
（
東
海
）、老
人
ホ
ー

ム
「
あ
ん
ず
の
里
」、老
人
ホ
ー

ム
「
サ
ン
ラ
ポ
ー
ル
」、
本
庄

教
会
（
奥
羽
）、
由
利
本
荘
伝

道
所
（
奥
羽
）
な
ど
で
牧
会
伝

道
。
島
村
教
会
（
関
東
）
辞
任

と
同
時
に
教
師
隠
退
。
現
在

は
、
榛
名
春
光
園
と
い
う
軽
費

老
人
ホ
ー
ム
で
、
家
内
と
共
に

そ
れ
な
り
の
生
活
を
し
て
お
り

ま
す
。
す
ぐ
近
く
に
榛
名
荘
病

院
が
あ
り
ま
す
の
で
助
か
っ
て

お
り
ま
す
。
バ
ス
、
車
で
40
〜

50
分
で
行
け
る
高
崎
教
会
に
出

席
し
て
お
り
、
体
調
が
悪
い
時

は
、
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
聖
公
会

の
礼
拝
に
出
席
し
て
い
ま
す
。

高
崎
教
会
で
は
、
長
女
が
牧
師

の
妻
と
し
て
仕
え
て
お
り
、
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

（
関
東
・
下
館
）川

真
田
　
正

初
任
地
は
東
京
・
浅
草
橋
教

会
、
四
国
・
香
川
直
島
伝
道
所

そ
し
て
関
東
・
下
館
教
会
、
都

合
55
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

間
多
く
の
人
び
と
と
の
出
会
い

と
交
わ
り
、
お
支
え
と
お
祈
り

に
よ
り
主
の
業
を
務
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
感
謝
で

し
た
。
私
の
愛
唱
歌
“
今
日
ま

で
守
ら
れ

　
来
た
り
し
わ
が
身

　

露
だ
に
憂
え
じ
行
く
末
な
ど
は

　

い
か
な
る
折
に
も
愛
な
る
神
は

　

す
べ
て
の
事
を
ば
善
き
に
し
給

わ
ん
”
こ
れ
か
ら
も
こ
の
賛
歌

に
表
さ
れ
て
い
る
信
仰
を
与
え

ら
れ
て
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

難
し
い
時
代
、
教
団
年
金
局

運
営
に
尽
力
く
だ
さ
っ
て
い
る

方
が
た
、
全
国
の
教
会
の
皆
さ

ま
が
祈
り
と
お
支
え
を
く
だ
さ

る
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
関
東
・
本
庄
）飯

野
　
敏
明

日
々
の
生
活
が
「
隠
退
教
師

を
支
え
る
運
動
」
を
は
じ
め
と

す
る
皆
さ
ま
の
祈
り
に
支
え
ら

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
憶
え
、

心
よ
り
感
謝
を
い
た
し
ま
す
。

隠
退
教
師
と
な
り
時
間
の
余
裕

が
与
え
ら
れ
、
今
ま
で
な
か
な

か
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
少
し

ず
つ
始
め
て
い
る
次
第
で
す
。

前
に
向
け
て
、
心
を
込
め
て
私

な
り
の
歩
み
を
歩
ん
で
い
き
た

い
と
祈
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
東
京
・
東
調
布
）

島
　
　
靜
江

53
年
間
の
伝
道
者
生
活
で

し
た
。
教
会
の
責
任
が
な
く
な

り
、
ほ
っ
と
い
た
し
ま
し
た

が
、
初
め
は
ど
こ
の
教
会
に

行
き
ま
し
て
も
、
お
客
さ
ま
で

落
ち
着
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ

ん
だ
ん
新
し
い
出
会
い
、
お
交

わ
り
も
で
き
て
、
楽
し
く
過
ご

し
て
い
ま
す
。
荷
物
の
整
理
を

始
め
、
過
去
の
手
紙
や
写
真
を

見
て
は
、
ど
ん
な
に
皆
さ
ま
か

ら
祈
ら
れ
支
え
て
い
た
だ
い
た

か
を
思
い
起
こ
し
感
謝
し
て
い

ま
す
。
天
に
お
送
り
し
た
方
が

た
も
多
く
、
胸
が
痛
く
な
っ
た

り
、
先
輩
の
最
後
の
生
き
ざ
ま

を
真
似
な
け
れ
ば
と
、
思
わ
さ

れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

の
尊
い
献
金
・
浄
財
で
生
活
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
自
覚

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
全
国

の
教
会
の
皆
さ
ま
か
ら
の
浄
財

と
い
う
意
識
を
胸
に
刻
ん
で
、

大
事
に
用
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
東
京
・
浄
風
）平

松
　
良
夫

主
の
み
恵
み
、
た
く
さ
ん
の

方
が
た
の
お
祈
り
と
ご
配
慮
に

支
え
ら
れ
て
、
欠
け
の
多
い
者

な
が
ら
、
何
と
か
奉
仕
を
続
け

る
こ
と
が
ゆ
る
さ
れ
ま
し
た
。

今
は
、
特
別
な
こ
と
の
ほ
と
ん

ど
な
い
生
活
で
す
が
、
一
つ
一

つ
の
こ
と
を
ゆ
っ
く
り
と
味

わ
い
つ
つ
過
ご
す
の
は
、
私
に

と
っ
て
何
よ
り
の
贅
沢
で
す
。

説
教
の
機
会
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
広
く
親
し
ま
れ
て

い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
み
言
葉
の
恵

み
を
取
り
次
い
で
ゆ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

日
々
の
暮
ら
し
の
中
か
ら

浮
か
ん
で
く
る
問
い
に
、
聖
書

が
ど
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
の

か
、
耳
を
す
ま
し
て
聴
き
、
時

間
を
か
け
て
考
え
、
少
し
ず
つ

2
0
1
8
年
度
、新
た
に
教
団
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

隠
退
教
師
は
36
名
、そ
の
他
に
、再
隠
退
さ
れ
た
教
師
は
6
名
で
し
た
。

隠
退
後
の
近
況
を
お
伺
い
い
た
し
ま
し
た
の
で
、ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
）内
は
最
終
任
地
の

教
区・教
会
名
で
す
。

隠
退
教
師
近
況

隠
退
教
師
近
況

2018 年度
年金局決算概況

＜年　金　局＞
2018 年度　財　産　目　録

区　　　分 退職年金勘定 謝恩金勘定 合　　計

現 金 70,722 0 70,722
普 通 預 金 484,994,170 52,182,255 537,176,425
三菱ＵＦＪ銀行 47,517,643 0 47,517,643
三菱ＵＦＪ信託銀行 37,973,405 37,973,405
三井住友信託銀行 437,476,527 14,208,850 451,685,377

定 期 預 金 2,318,132,872 10,000,000 2,328,132,872
三菱ＵＦＪ信託銀行 1,190,000,000 10,000,000 1,200,000,000
三井住友信託銀行 1,128,132,872 0 1,128,132,872

金 銭 信 託 預 金 1,118,912 0 1,118,912
三菱ＵＦＪ信託銀行 1,118,912 0 1,118,912

小 計 2,804,316,676 62,182,255 2,866,498,931
郵 便 振 替 49,951,418 0 49,951,418
有 価 証 券 1,531,603,898 0 1,531,603,898
未 収 金 1,601,800 0 1,601,800
合 計 4,387,473,792 62,182,255 4,449,656,047

2019.3.31
単位　円

『ワニのくち』とは
教団年金の「支給額」が「掛金額」を上回っている状態を
グラフで示したものです。その不足分を『謝恩日献金』、
『100円献金』等で補填しています。

「支給額」

「掛金額」

『謝恩日献金』、『100円献金』
ご協力お願いいたします。

2018
年度

１９９７
年度

年に 1回（11月） 毎月1回



 

「隠退教師を支える運動」推進委員会 事務局
住　 所　 〒 169–0051 東 京 都 新 宿 区 西 早 稲 田 2–3–18 日 本 基 督 教 団 年 金 局 内

電　話・FAX　03–3202–2081　　振替口座　00180–2–448950

二
つ
の
原
点
を
思
い
起
こ
そ
う

「
隠
退
教
師
を
支
え
る
運
動
」
推
進
委
員
会
　
委
員
長
　
池 

田
　
浩 

二

今
年
も
「
隠
退
教
師
を
支
え
る
運
動
」
の
献
金

活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
諸
教
会
・
伝
道

所
の
方
が
た
に
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
献
金
運
動
（
1
0
0
円
献
金
）
に
、

2
0
1
8
年
度
は
9
2
1
教
会
・
伝
道
所
（
教
団

所
属
教
会
の
55
％
）
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
献

金
総
額
は
6
7
6
4
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

信
徒
運
動
に
対
す
る
皆
さ
ま
の
尊
く
篤
い
思
い
と

歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

献
金
の
用
途
と
し
ま
し
て
は
、
教
団
年
金
の
積

立
金
不
足
を
少
し
で
も
補
う
た
め
、
従
来
と
同
様
に

6
0
1
2
万
円
を
拠
出
し
、教
団
年
金
制
度
発
足
以

前
の
隠
退
教
師
に
対
す
る
謝
恩
一
時
金
と
し
て
お

一
人
に
7
万
円
、教
団
年
金
非
受
給
者
、ご
遺
族
（
配

偶
者
）
1
4
8
名
に
、
お
一
人
2
万
円
の
ク
リ
ス

マ
ス
祝
金
2
9
6
万
円
、「
に
じ
の
い
え
信
愛
荘
」

に
2
0
0
万
円
を
献
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
20
回
教
団
総
会
に
お
い
て
、「
隠
退
教
師
を
支

え
る
運
動
・
1
0
0
円
献
金
」
を
全
教
区
運
動
へ

と
展
開
す
べ
く
決
議
さ
れ
て
か
ら
40
年
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
そ
の
ル
ー
ツ
は
、
北
海
教
区
の
教
会

で
70
年
前
に
起
こ
っ
た
、
一
教
師
の
「
殉
教
的
」

と
い
わ
れ
た
ご
生
涯
に
促
さ
れ
立
ち
上
が
っ
た
信

徒
運
動
が
原
点
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ

の
原
点
の
、
現
代
の
教
会
に
私
た
ち
が
信
仰
者

と
し
て
導
か
れ
た
原
点
と
な
る
先
生
方
の
ご
生
涯

に
、
主
の
御
祝
福
と
お
守
り
と
お
支
え
が
よ
り
豊

か
に
な
る
よ
う
に
と
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
思

い
起
こ
し
、
皆
さ
ま
が
一
人
で
も
多
く
参
加
し
て

く
だ
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

献金は、以下のように使われています（2016 年～）

年 度
日本基督教団年金局へ
年 金 原 資 と し て

（内 謝恩一時金 1 人 7 万円）

ク リ ス マ ス 祝 金
（ 1 人 2 万 円 ）

にじのいえ
信 愛 荘 
に 献 金

献金協力
教 会 数

2016 8,214万円 （14万円） 220万円 （110名） 200万円 928 教会

2017 4,808万円 （14万円） 264万円 （132名） 200万円 941教会

2018 6,019万円 （7万円） 296万円 （148名） 200万円 921教会
2019

（目標額） 5,731万円 （7万円） 296万円 （148名） 200万円

（注）謝恩一時金…教団年金制度開始前の教職の方（ご遺族）へ差し上げています。
（注）クリスマス祝金については、教団年金非受給の教職、ご遺族（配偶者）の方に

贈呈しております。

2018 年度　貸　借　対　照　表
流 動 資 産 金 額 流 動 負 債 金 額

現 金 278,077 年金協力金Ⅰ　引当金 35,000,000
三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 普 通 預 金 48,088,162 未 払 金 96,032
ゆ う ち ょ 普 通 預 金 2,987,402
郵 便 振 替 13,737,359 正 味 財 産 35,246,968
ゆ う ち ょ 定 期 預 金 5,000,000
立 替 金 5,000
未 収 入 金 247,000（うち繰越金　20,246,968）

合 計 70,343,000 合 計 70,343,000

2019.3.31
単位　円

「隠退教師を支える運動」
2018 年度計画額 /決算額・2019 年度計画額

科 目 2018 年度
計画額

2018 年度
決算額

2019 年度
計画額 備考

収

入

諸 献 金 73,500,000 67,639,483 71,500,000
１ ０ ０ 円 献 金 72,000,000 66,085,299 70,000,000
運 動 指 定 献 金 1,500,000 1,554,184 1,500,000

預 金 利 子 400 469 400
前 年 度 繰 越 金 23,123,801 23,123,801 20,246,968

合 計 96,624,201 90,763,753 91,747,368

支

出

年 金 局 繰 出 金 60,123,801 60,123,801 57,246,968
年 金 協 力 金 Ⅰ 35,000,000 35,000,000 35,000,000
年 金 協 力 金 Ⅱ 23,123,801 23,123,801 20,246,968
謝 恩 金 勘 定 2,000,000 2,000,000 2,000,000

謝 恩 金 受 給 者 一 時 金 70,000 70,000 70,000
ク リ ス マ ス 祝 金 2,640,000 2,960,000 2,960,000
退 職 年金 非 受 給 者 2,640,000 2,960,000 2,960,000 ＊1

特 別 援 助 金 2,000,000 2,000,000 2,000,000 ＊2
推 進 活 動 費 6,110,000 5,362,984 6,520,000
広 報 費 400,000 347,938 400,000 ＊3
委 員 活 動 費 440,000 288,129 820,000
委員長・事務局長活動費 240,000 240,000 720,000 ＊ 4
教区推進員活動費 200,000 48,129 100,000 ＊5
会 議 費 1,000,000 859,352 950,000
推進・全教区推進協議会費 900,000 840,952 900,000
教 区 推 進 会 議 費 100,000 18,400 50,000 ＊ 6
事 務 費 4,270,000 3,867,565 4,350,000
人 件 費 1,400,000 1,244,550 1,400,000 ＊ 7
事 務 所 費 360,000 360,000 360,000 ＊ 8
業 務 委 託 費 300,000 300,000 300,000 ＊ 9
旅 費 交 通 費 450,000 443,880 480,000 ＊10
通 信 費 700,000 610,206 700,000 ＊11
送 金 手 数 料 350,000 267,258 400,000 ＊12
事 務 用 品 費 650,000 602,533 650,000 ＊13
諸 費 60,000 39,138 60,000

予 備 費 25,680,400 22,950,400
次 年 度 繰 越 金 繰 越 金 20,246,968

合 計 96,624,201 90,763,753 91,747,368

＊ 1	 教団社会委員会経由
＊ 2	「にじのいえ信愛荘」支援（年 1回定額）
＊ 3	『よろこび』・『年金特集』発行、円グラフチラシ印刷、『信徒の友』へ広告掲載（年1回9月号）
＊ 4	 委員長・事務局長活動費（毎月定額）
＊ 5	 会議費以外の活動費
＊ 6	 教区推進委員会・座談会等
＊ 7	 事務局員人件費
＊ 8	 事務室分担金
＊ 9	『よろこび』『年金特集』編集等委託（年 1回定額）
＊10	 委員長、事務局長、事務局員の通勤交通費含む
＊11	 事務局用切手・ハガキ・メール便代
＊12	 郵便振替、銀行送金手数料
＊13	 封筒・振替用紙・献金袋等
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単位　円

教
団
形
成
の
一
端
を
担
う
信
徒
運
動
と
し
て

推
進
委
員
会
事
務
局
長
　
鈴 

木
　
秀 

信

「
教
会
派
と
社
会
派
の
分
裂
と
評
さ
れ
、
右
、
左
と

区
別
さ
れ
も
す
る
勢
力
が
激
突
し
、
ど
う
し
て
も
一
つ

に
な
ら
ぬ
苦
悩
の
中
で
、
こ
の
運
動
は
唯
一 

一
致
を

見
た
の
で
す
。
つ
ま
り
隠
退
教
師
を
支
え
る
と
い
う
点

に
お
い
て
の
み
教
団
は
一
つ
に
な
り
得
た
の
で
す
。
逆

に
言
え
ば
隠
退
教
師
を
支
え
る
信
徒
運
動
が
あ
っ
た
お

陰
で
教
団
は
辛
う
じ
て
分
裂
を
回
避
し
得
た
と
も
言
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
何
よ
り
も
こ
の
献
金
運

動
に
支
え
ら
れ
て
教
師
は
後
顧
の
憂
い
な
く
、
終
わ
り

ま
で
福
音
伝
道
に
全
力
投
球
で
き
て
い
る
と
言
い
得
る

の
で
し
ょ
う
。」

「
隠
退
教
師
を
支
え
る
運
動
」三
十
周
年
記
念
誌
に
、

前
教
団
総
会
議
長
山
北
宣
久
先
生
は
こ
の
よ
う
に
ご
寄

稿
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

教
団
が
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
今
、

何
よ
り
も
神
さ
ま
が
私
ど
も
に
求
め
て
お
ら
れ
る
こ
と

の
一
つ
は
、
伝
道
牧
会
に
専
念
さ
れ
て
い
る
教
職
、
そ

し
て
祈
り
を
も
っ
て
そ
の
教
職
を
支
え
る
信
徒
が
主
イ

エ
ス
さ
ま
に
あ
る
信
頼
関
係
の
も
と
で
一
つ
と
さ
れ
て

課
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
教
団
年
金
制
度
を
信
徒
と
し
て
支
え
て
い
く
こ
と

と
同
時
に
、
教
団
形
成
の
一
端
を
担
っ
て
い
く
こ
の
業

に
感
謝
と
同
時
に
畏
れ
を
持
た
さ
れ
る
も
の
で
す
。

さ
て
、
2
0
1
8
年
度
決
算
を
別
表
の
通
り
感
謝

を
も
っ
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。「
一
人
ひ
と
月
一
口

百
円
」
の
献
金
が
豊
か
に
祝
さ
れ
て
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
年
金
局
繰
出
金
、
非
受
給
者
ク
リ
ス
マ
ス
祝
金
、

に
じ
の
い
え
信
愛
荘
へ
の
献
金
等
、
計
画
額
通
り
執
行

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
も
重
ね
て
感
謝
で
す
。
事

務
局
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
与
え
ら
れ
た
献
金
が
主
の

み
旨
に
従
っ
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
願
い
つ
つ
こ
れ
か
ら

も
仕
え
て
ま
い
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。




